
Dark Triadは親密なパートナー
に対して暴⼒を振るうのか？
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キーワード
 Dark Triad（D3）

̶ 社会的に望ましくない3パーソナリティ
マキャベリアニズム
ナルシシズム
サイコパシー

̶ ⾃⼰中⼼性，他者操作性などが共通
 親密なパートナーへの暴⼒（IPV）

̶ DV，デートバイオレンスを含む
 ⽣活史戦略理論

̶ 個⼈差を進化的に捉える理論の1つ
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やったこと
 Q1. Dark TriadはIPVをするのか?
 Q2. D3→IPVを⽣活史戦略が媒介する

か?

 A1. 特にサイコパシーがIPVをする。
 A2. 男性でのみサイコパシー→IPVの関

係を⽣活史戦略が媒介。
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もくじ
 1. 問題と⽬的
̶ (1) Dark Triad
̶ (2)親密なパートナーへの暴⼒（IPV）
̶ (3)⽣活史戦略
̶ (4)仮説

 2. ⽅法
 3. 結果
̶ 媒介分析のみ

 4. 考察
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1．問題と⽬的(1)―Dark Triad
 共通点
̶ 他者に対して冷淡
̶ 他者操作的
̶ ⾃⼰中⼼性

 相違点
̶ 計画性（マキャベリアニズム）
̶ 対⼈関係重視（ナルシシズム）
̶ 衝動性（サイコパシー）
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1．問題と⽬的(1)―Dark Triad
 マキャベリアニズム（Christie & Geis, 1970）

̶ シニカルな世界観（cynical worldview）
̶ 戦術的対⼈操作性（tactic manipulation）
̶ モラルの軽視

 直感的には，
̶ 合理的思考
̶ そのために他者がどうな
っても知ったこっちゃない

2016/8/20
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1．問題と⽬的(1)―Dark Triad
 ナルシシズム（Raskin & Hall, 1979）

̶ 尊⼤感（grandiose）
̶ 特権意識（entitlement）
̶ 優越性（dominance）
̶ ⾃⼰顕⽰（self-presentation）

 直感的には，
̶ 他者によく思われる
ために他者をダシにする

2016/8/20
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1．問題と⽬的(1)―Dark Triad
 サイコパシー
̶ 冷淡な感情（callous affect）

̶ 対⼈操作（interpersonal manipulation）

̶ 不安定ライフスタイル（erratic lifestyle）

̶ 反社会⾏動（antisocial behavior）

 直感的には，
̶ えーい，やっちまえー

2016/8/20
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1．問題と⽬的(1)―Dark Triad
 攻撃性（Jones & Neria, 2015）

̶ マキャベリアニズム：敵意
̶ ナルシシズム：敵意（負）

※⾃⼰への脅威に反応的に攻撃
̶ サイコパシー：⾝体的攻撃

※挑発に対してや理由なく攻撃
 パートナーへの⾔語的攻撃（Webster et al., 2016）

̶ サイコとの関連が強い
 いじめ（Baughman et al., 2012）

̶ サイコ>マキャベリ>ナルシ
14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(2)―IPV
 親密なパートナーに対する暴⼒

（intimate partner violence: IPV）
̶ ドメスティックバイオレンス（DV）
婚姻関係が前提

̶ デートバイオレンス（dating violence）
⾮婚姻関係でのDV

̶ →IPVとして包括的に研究（Ohnishi et al., 
2011）

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(2)―IPV
 Vagi et al. (2013)による加害リスクファク

ターのパタン

14 Sep. 2016
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加害リスクファクターカテゴリ 例

メンタルヘルス うつ，不安

攻撃的思考/認知 交際関係での暴力受容

若い時の暴力 ケンカ，全般的な反社会行動

薬物使用 アルコール，マリファナ

危険を伴う性行動 8年生で性経験あり，セックスパートナーが多い

恋愛/友人関係の質が悪い 敵意的なカップル関係，反社会的友人との関与

家族の質が悪い 両親の対立，子どもの頃の身体的虐待

個人の属性 子供の性別，人種

暴力的なメディア -



1．問題と⽬的(2)―IPV
 今回のキーワードである“⾃⼰制御不全”

の問題?
 ⇔なぜ⾃⼰制御の個⼈差があるのか?

 進化⼼理学的視点から統合可能?
 IPVの進化的メカニズムは?

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(2)―IPV
 男性の適応問題
̶ ⽗性不確実性
本当に⾃分の⼦かわからない

̶ 浮気
̶ 寝取られる

 ⼥性の適応問題
̶ 外的からの保護
̶ リソース供給
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 他者の⼦に投資
̶ ⾃分の遺伝⼦は残らない。

 このようなことは防がなければ！！浮気
されてはならぬ！！

14 Sep. 2016
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?
（⽗性不確実性）



 分け前が減る。
̶ もしかしたら⼦ども（遺伝⼦の乗り物）は

⽣き残れないかも知れない。
 防がなければ！！浮気されてはならぬ！！

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(2)―IPV
 配偶者保持⾏動（mate retention behavior）
 他者に鞍替えしないようにする⽅略は

様々（Buss & Duntley, 2011）

 ソフト：⻑期的な関係維持
 ハード：（⼀時的であっても）完全に

⽀配下におく
14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(3)―⽣活史戦略
 個⼈差への進化⼼理学アプローチ（Figueredo

et al., 2006）

 ⽣活史戦略理論（life history theory）

̶ ⽣存・繁殖の観点から2分
遅い⽣活史戦略（slow life history strategy）
早い⽣活史戦略（fast life history strategy）

̶ 戦略の違いは，様々な状況に関わる。
友⼈関係，親⼦関係，恋愛関係，計画性，
危険な⾏動など

※戦略：⽬的を持った意図的な⾏動ではなく，単純な⾏動パタン。
⾏動⽣態学では“ある特定の効果を達成するために取り得る⾏動の
セット”を指す（⻑⾕川・⻑⾕川，2000，p. 57）

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(3)―⽣活史戦略
 遅い⽣活史戦略（slow life history strategy）

 資源供給が安定的である場合に有利な
戦略
̶ ⻑期的な利益を求める
̶ 今1万円<1年後に2万円
̶ ⽣殖<養育（単純化した場合; Buss, 2009）

 ヒトは主に遅い⽣活史戦略

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(3)―⽣活史戦略
 早い⽣活史戦略（fast life history strategy）

 資源供給が不安定的である場合に有利
な戦略
̶ 即時的な利益を求める
̶ 今1万円>1年後に2万円
̶ ⽣殖>養育（単純化した場合; Buss, 2009）

 ヒトの中にも早い⽣活史特徴を⽰すや
つがいる。
̶ Dark Triad（特にサイコパシー）

14 Sep. 2016

19

パーソナリティ⼼理学会第25回⼤会



1．問題と⽬的(3)―⽣活史戦略
 遅い⽣活史戦略（slow life history strategy）

 早い⽣活史戦略（fast life history strategy）

14 Sep. 2016
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̶ 安定した⽇常
̶ 将来の予測○

̶ 他者と協⼒
̶ ⼦どもも⼤事に育てる

̶ ⽣きるか死ぬか
̶ 将来の予測×

̶ 騙してでも⽣き残る
̶ ⼦どもは勝⼿にがんばれ



1．問題と⽬的(4)―仮説
 Dark TriadとIPVとの関連は?
̶ 各々独⽴に結果が⽰されている
ナルシシズム（Ryan et al., 2008）

サイコパシー（Swogger et al., 2007）

̶ Dark Triadの共通要素?
̶ それとも各側⾯の独⾃要素?

 H1: Dark TriadはIPVと関連する。
14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(4)―仮説
 適応問題への対処・配偶者保持⾏動
̶ 遅い⽣活史
養育重視→⻑期的な関係（協⼒関係）が必要
プレゼントを贈る，コミットメント，etc.

̶ 早い⽣活史
⽣殖重視→⻑期的な関係（協⼒関係）は必ず
しも必要ではない
暴⼒，束縛，etc.

 H2: 早い⽣活史ほどIPVを⾏う
14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(4)―仮説
 ⽣活史戦略による統合的理解
̶ リスク→IPV
明らかにされてきたリスクファクター達

̶ ⇔重要なことは，⽣活史戦略→IPV?

 H3: Dark Triad→IPVの関連を⽣活史戦
略が媒介する。

14 Sep. 2016
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早い⽣活史 IPV
リスク
リスク…



1．問題と⽬的(4)―仮説
 H1: Dark TriadはIPVを⾏う
 H2: 早い⽣活史ほどIPVを⾏う
 H3: Dark Triad→IPVの関連を⽣活史戦

略が媒介する

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(4)―仮説
 H1: Dark TriadはIPVを⾏う
 H2: 早い⽣活史ほどIPVを⾏う
 H3: Dark Triad→IPVの関連を⽣活史戦

略が媒介する

 H1: 特にサイコパシーがIPVと関連
 H2: 男性で⽀持
̶ 発表資料参照

14 Sep. 2016
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1．問題と⽬的(4)―仮説
 ただし，
̶ 配偶者保持⾏動→IPVは男性（Archer, 2013; 

Buss & Duntley, 2011）

̶ 性差
⼥性：遅い⽣活史戦略，低Dark Triad
男性：早い⽣活史戦略，⾼Dark Triad
⇔IPVは男⼥双⽅向的（Straus, 2008）

 ⼥性に関しては探索的に検討

14 Sep. 2016
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2. ⽅法―参加者，測定
 ⼤学⽣（交際経験あり）344名

̶ 182⼥性, 162男性（M = 19.0歳, SD = 
1.25）

 Short Dark Triad⽇本語版（SD3-J；下司他，
2015）

̶ Dark Triad測定
 Mini-K尺度⽇本語版（Mini-K-J；Kawamoto,

2015）
̶ ⽣活史戦略（K-factor）測定

 IPV尺度（喜⼊・越智，2015）

̶ IPV測定
14 Sep. 2016
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2. ⽅法―分析
 男⼥別に分析
 年齢は統制

 相関分析
̶ 全体の様相把握

 回帰分析
̶ Dark Triad→IPV

 媒介分析
̶ Dark Triad→⽣活史戦略→IPV

14 Sep. 2016
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2. ⽅法―分析
 男⼥別に分析
 年齢は統制

 相関分析 発表資料参照
̶ 全体の様相把握

 回帰分析 発表資料参照
̶ Dark Triad→IPV

 媒介分析
̶ Dark Triad→⽣活史戦略→IPV

14 Sep. 2016
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3. 結果―媒介分析
 Dark TriadとIPVを⽣活史戦略が媒介す

るか?

14 Sep. 2016
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ナルシ

マキャベリ

⽣活史戦略

サイコ

IPV総計



3. 結果―媒介分析
 男性
̶ サイコの直接・間接効果（正）
̶ マキャベリの間接効果（負）

14 Sep. 2016
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ナルシ

マキャベリ

⽣活史戦略

サイコ

IPV総計
サイコ：0.04 [0.002, 0.09]

0.13 [0.01, 0.27]

マキャベリ：-0.03 [-0.08, -0.002]
※

※: -0.09 [-0.18, 0.004]ns

0.31ns

-0.48*



3. 結果―媒介分析
 ⼥性
̶ サイコの直接効果（正）

14 Sep. 2016
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ナルシ

マキャベリ

⽣活史戦略

サイコ

IPV総計

0.10 [0.02, 0.18]

-0.23*

※

※: -0.01 [-0.10, 0.09]ns



3. 結果―媒介分析
 データ統合（検定⼒確保）

̶ サイコの直接・間接効果（正）
̶ ナルシの間接効果（負）

14 Sep. 2016
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ナルシ

マキャベリ

⽣活史戦略

サイコ

IPV総計
サイコ：0.03 [0.003, 0.05]

0.12 [0.05, 0.19]

ナルシ：-0.02 [-0.03, -0.003]
※

※: -0.07 [-0.13, -0.01]

0.14*

-0.48*

0.22*



4. 考察―知⾒
 男性のサイコ→早い⽣活史→IPV
̶ 直接効果：サイコの特徴
衝動性，反社会性

̶ 間接効果：⽣活史戦略の側⾯
配偶者保持⾏動としてのIPV?

 ⼥性のサイコ→IPV
̶ ⽣活史戦略は関係ない
̶ サイコの特徴が関連

14 Sep. 2016
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4. 考察―問題点
 リスクファクターの統合
̶ 今回はDark Triadのみピックアップ

 遺伝的要因
̶ 実際に遺伝的要因が⽰唆されている

（Vernon et al., 2008; Figueredo et al., 2006; Barnes et al., 
2013）

 IPVの進化的基盤の説明の不⼀致
̶ IPVは双⽅向なのにも関わらず（Archer,

2013; Straus, 2008）

 要因の統制
̶ ⾃⼰評価バイアス，SESなど

14 Sep. 2016
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まとめ
 サイコパシーはIPVと関連する。
 男性ではこの関連を早い⽣活史戦略が

媒介する。
̶ 男性：進化的説明が暫定可能
̶ ⼥性：進化的説明が暫定不可能

 ご意⾒などございましたら，
s.kiire0518@gmail（喜⼊暁）
までお願い致します。

14 Sep. 2016
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